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① 質問紙調査：縦断研究同意した 0歳児を持つ母親 123名（男児 54名、女児 69名）（生後 2ヶ
月児 16名，3～5ヶ月児 71名，6～8ヶ月児 26名，9～11ヶ月児 11名）に対し、4ヶ月、6ヶ
月、9ヶ月、12ヶ月、18ヶ月、24ヶ月、36ヶ月時に継続調査を行う。 
② 設定場面観察および発達検査：0歳時ハイリスク群 12組、1歳半・3歳時ハイリスク群 9組と
対照群 8組 



























































4 ヶ月時より 36 ヶ月まで 3 年間にわたる縦断調査を行い、母子相互作用を明らかにすること
を試み、共分散構造分析によってモデル図を示した。そして子どもの性別により、母子相互作
用に差異があることを示した。 
2） 質問紙調査を基に、ハイリスク群と対照群を抽出し、実際の設定観察場面を詳細に評定分析し、
母子相互作用の量・質、文脈の中で捉えた情動の差異を検討した。また発達検査を通して、両
群の差異、メンタルヘルスとの関連を検討した。 
3） 質問紙調査結果と観察、発達検査結果と包括して、共分散構造分析により、アレキシサイミア
特性を起因とした子どもの社会・情動発達との相乗的相互作用モデルを示し、更に、そのプロ
セスには、能動的側面と受動的側面があることを示唆した。 
4） アレキシサイミア特性が高い母親、ＡＳＤの子どもにとって、相乗的相互作用のモデルに則り、
乳児期早期から子どもの要因、母親の要因、母子関係性に着目した心理的支援が有効であるこ
とを示した。 
 
以上のように、本論文は長年の臨床経験に基づき、母子関係における子どもの社会・情動発達
に問題意識を持ち、環境要因である母親の性格特性、メンタルヘルスを探索的に、かつ 3 年間と
いう長期に渡る縦断調査により、地道にデータを収集した。収集したデータを、共分散構造分析
という最新の統計手法を用いて、分析を繰り返し、相乗的相互作用モデルを導き出した。生後 4ヶ
月という乳児期早期からの母子関係を紐解くことによって、3 歳に至るまでの子どもの社会・情
動発達のメカニズムを明らかとした。乳児期早期は、母子一体化の中にあり、母親のパーソナリ
ティやメンタルヘルスが子どもに及ぼす影響が大きいことから、母子相互作用の研究はなされて
きた。しかし、乳児期の母親との関係が、後の子どもの社会・情動発達にまで影響を及ぼすこと
は、経験的に考えられてはいたものの、実証的に明らかにされることはなかった。本論文の研究
において、母子相互作用を入念に分析することによって、乳児期早期からの幼児期に至る母子が
双方に影響を及ぼしあって発達する様を明らかにしたことは、今までになされてこなかったこと
であり、学術的に見ても価値のある貴重な研究と言える。 
また、母子関係に子どもの性別による差異があること、子どもの情動、言語・社会性に母親要
因、相互作用が双方に影響を及ぼしていることは、臨床的には捉えられているものの、実証的に
表すことは極めて困難なことであるとされていた。しかし、子どもの言語・社会性の遅れ、また
情動表出の弱さは、母親の子どもの情動の読み取りの悪さが影響を及ぼしているであろうとの臨
床経験による気づきから、母親自身の感情の認知、表出に問題があると考え、アレキシサイミア
という心身症の概念に着目した。従来の母子臨床の研究では、ほとんど扱われてこなかった概念
であるが、本論文では、アレキシサイミア尺度を採用したことで、アレキシサイミア特性を起因
とする相乗的相互作用が明らかとなった。また、子どもの性別は生得的要因でありながら、男女
によって、母子関係に差異があることが示された研究は極めて少なく、発達心理学研究では、ほ
とんど言及されることがなかった。しかし、発達障害の出現、育児相談などにおいても男女差は
歴然としており、本論文で男女差を示したことは、今後の母子臨床研究に一石を投じる結果とな
った。 
加えて本論文は、質問紙や発達検査のみならず、母子相互作用場面観察を綿密に評定して捉え
た変数を加えて、包括的に分析を行っている。特に、捉えることが困難である情動を、母子関係
の文脈の中で精神分析的な観察視点により評定し変数としたことで、母親のアレキシサイミア特
性と、子どもの情動、社会性の相乗的相互作用が捉えられたと言えよう。更に、親-乳幼児心理療
法で治療的介入を行った事例を、実証的研究で明らかにされたモデルに照らし合わせて包括的に
考察、検討した。これによって、臨床での支援に還元できる意義深い論文となっている。 
本論文を通して、乳児期早期から母親のアレキシサイミア特性に働きかける支援を行ったこと
によって、後の子どもの社会・情動発達を促すことを示した。これは、今後の子育て支援におい
て、乳児期早期から母親のアレキシサイミア特性に着目するという新たな視点での支援を提言で
きる研究となったと言える。 
 
【本論文の判定】 
審査委員会は一致して本研究が母子乳幼児に関する発達心理学、臨床心理学における独創性と
学術的価値を持ち、学位論文にふさわしいものと認定した。よって審査委員会は、学位請求者 村
田朱美に、白百合女子大学博士（心理学）の学位を授与することが妥当であると判断し、運営委
員会及び研究科委員会にその提案をすることとなった。 
 
以上により、審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
 
